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TOPIC 6    2019年農業技術10大ニュース

• ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）は、水稲、レンコン、イグサ等の水田作物を食害する南米
原産の外来種で、「世界の侵略的外来種ワースト100」のうちの１種。

• 直流電圧をかけると負極方向に移動する特徴的な行動（走電性）を示すことを発見。

• 実際の水田に電極を設置し、多数のジャンボタニシを誘引して捕獲することに成功。

• 捕獲した貝は短時間の超音波処理で死滅させることができることも実証。

分布・被害を拡大しつつあるジャンボタニシに対して、薬剤の代替となる省力
的な駆除技術の開発に貢献するものと期待。

導入により期待される効果

ジャンボタニシを電気で捕獲、超音波で退治
－水田の侵略的外来種、薬剤を使わず駆除－

連絡先 国立佐世保工業高等専門学校 TEL 0956-34-8406

ジャンボタニシの被害圃場

長崎県佐世保市

幼苗を摂食するジャンボタニシ

九州

日本全国
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発生面積は増加傾向
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実圃場における捕獲実験

（24時間後の負極の様子）

佐賀県杵島郡
有機レンコン圃場

捕獲実験結果
電 圧： 48V
電 極 数： 各5枚
観測時間： 24時間
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和田 (2015) 植物防疫 69:155-159

食害により苗が育っていない
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